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東京貿易ホールディングス株式会社 

東京貿易ホールディングス株式会社（東京都中央区、代表取締役社長 坪内秀介）のグループ会社である

株式会社ティービーアイ（東京都中央区、代表取締役社長執行役員 宮牧秀宇、以下、TBE）は、新市

場開拓の加速と営業体制の強化を目的として、エーアイリンク株式会社（以下、AIL）を設立しました。 

 

■ 設立の背景 

近年、人手不足の進行や安全・安心への要求の高まりを背景に、映像や音声、認証技術などを活用した現場

運用の高度化ニーズが拡大しています。こうした環境に対応するため、TBE ではフィジカル AI を軸に、現場課題

に対する提案力強化や新規商材の展開を進めてまいりました。AIL の設立により、これらの技術の社会実装をさ

らに推進するとともに、変化する市場環境や顧客ニーズへ迅速に対応できる、機動性の高い営業体制の構築を

目指します。 

 

■ 新会社の事業内容 

AIL は、監視カメラ機器販売に加え、フィジカル AI（映像・音声・認証技術など）を中核とした各種技術を組み

合わせ、顧客ごとの課題に応じたソリューション提案を行う営業機能を担います。具体的には、監視や入退室管

理、業務オペレーションの効率化・省人化などに向けて、現場全体の高度化に資する提案を行います。 

一方、顧客との契約、機器の供給、施工および保守などの機能は引き続き TBE が担うことで、TBE で培われた

信頼を背景に、営業の機動性と安定したサービスの提供の両立を図ります。 

 

■ 新会社概要 

会社名 ：エーアイリンク株式会社 

所在地 ：東京都江東区東陽 3 丁目 7-13 

事業開始 ：2026 年 7 月 1 日 

資本金  ：1 億円（TBE 100％出資） 

代表者  ：代表取締役社長 宮牧秀宇 

事業内容 ：システムインテグレーション事業・クリエイティブ事業に関連する営業代行業務 

 

■ 代表取締役社長 宮牧秀宇 コメント 

AIL は、現場ごとに異なるニーズに誠実に向き合い、最適なソリューションを提供し

てまいります。今後は営業活動の機動力と提案力を強化し、従来の枠組みにとら

われない価値提供を通じて、映像セキュリティ分野にとどまらない幅広い分野で

DX を推進し、事業成長を実現してまいります。 

映像セキュリティ分野におけるフィジカル AI の社会実装を支援する

新会社「エーアイリンク株式会社」を設立 

お問い合わせ先：東京貿易ホールディングス株式会社 グループ広報部 隅田まゆみ 

〒104-0031 東京都中央区京橋 2－2－1 京橋エドグラン 28 階 

TEL: 080-7243-4725 Mail: sumita.mayumi.az@tokyo-boeki.com 
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株式会社ティービーアイについて 
 

ティービーアイでは、海外メーカーの高性能監視カメ

ラを中心に取り扱い、自社ブランド製品の OEM 供給体

制も整備しています。スピーディーな導入支援ととも

に、保守サービスにいたるまで幅広いフェーズをトー

タルにワンストップで提供しています。今後も、安全・

安心な社会の実現に貢献する革新的な課題解決策を提

案し続けてまいります。  

 

 

株式会社ティービーアイ HP https://www.tbeye.com/ 

 

 

東京貿易グループについて 

持ち株会社である東京貿易ホールディングス株式会社（東京都中央区京橋 2-2-1 京橋エドグラ

ン 27F、代表取締役社長 坪内秀介）と個性豊かな国内外の 16 事業会社、合計 17 会社で構成す

る独立系の企業グループであり 1947 年の創業から 78 周年を迎えました。 

 

エネルギーインフラ、スマートマニュファクチャリング、イメージソリューション、マテリアル

サプライの４つのセグメントに注力し、各社が専門性の高い事業を展開しつつも、総合力を生か

して新しい価値を世の中に提供し続けるグループを目指しています。 

 

東京貿易グループは今後も変革を恐れず、自由闊達な文化の下、イノベーションを起こし、ステ

ークホルダーの皆様が安全・安心な生活、経済、社会活動をおくることができる、より良い社会

の実現と持続に貢献します。 

https://www.tokyo-boeki.co.jp/ 
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